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特 別 講 演

1,腎 動脈撮影像の臨床的観察

岐阜医科大学教授 後藤 薫

腎動脈撮影法は造影剤の注入方法により,① 経腰的

腹部大動脈撮影法,② 逆行性腹部大動脈撮影法,③ 選

択的腎動脈撮影法,④ 経静脈性腹部大動脈撮影法の4

法に分けられる.こ れ ら各方法には,一 長一 短 が あ

り,本 日は演者が京都大学在職中1953年4月 より1961

年6月 迄経験した経腰的腹部大動脈撮影像262例,及

び経静脈性腹部大動脈撮影像34例 についての臨床的観

察を述べた.

特に連続撮影法の応用による機能的なX線 診断法を

試みた症例を中心にして,そ のレ線フイルム像を供覧

した.

附言として,注 入時連続尿道撮影法,連 続精嚢撮影

法,及 び排尿障碍研究の一端としてHershmanの 報

告(1960)に よる膀胱撮影像(post-voiding-cysto-

gram)に よる残尿測定法をも紹介した.

皿.泌 尿器科領域に於けるX線 映画の応用

名古屋大学助教授 三矢英輔

X線 映画による上部尿路の尿運搬機構は腎杯円蓋部

より開始し腎杯頸部,腎 孟を経て上部尿管へ連続的に

移行する週期的蠕動運動によるもので,休 止期では尿

路壁は弛緩状態にあるが拡張の儘でな く内容に応じた

微細な波状の緊張変化を急速に繰返えす.こ の運動は

腎杯内容を弛緩している腎孟へ排出するのが目的と考

えられ,之 と腎杯固有の運動と名付けた.

腎杯固有の運動は3,4秒 間に1回 の割でみられ,

この運動が10数 回繰返えされてから腎杯の週期的蠕動

収縮が開始する.

腎杯腎孟移行部及び腎孟尿管移行部には逆流を阻止

する括約筋的協調運動は認め られず殆んどの例に腎杯

間逆流現象並びに腎孟腎杯逆流現象が存在する.そ の

ため腎杯腎孟内圧が調節され腎実質の障害が防止され

ると思われる.

腎孟の運動時間は収縮期,弛 緩期共臥位より立位で

延長し,腎 孟尿管移行部での運動周期は臥位 で 平均

13.4秒,立 位で同じく9.3秒であり,立 位では運動は

頻数となつた.

腎孟内造影剤の消失時間は臥位で10分 以内,立 位で

5分 以内が正常範囲である.

遊走腎の排尿運動は正常腎と本質的には変らぬが,

立位で収縮期,弛 緩期共短縮の傾向を示すのは立位時

腎孟内貯溜が高度なために充分な収縮が営まれない結

果と考えられる.

遊走腎の排尿運動はX線 映画的には4型 に分けられ

る.即 ち著しい下降を示しても排尿運動が円滑に行わ

れるもの,逆 流現象を繰返すのみで極めて能率の悪い

排尿運動に終始するもの,弱 い蠕動運動が頻発するも

のと波動様の緊張増減のみで鏡面像を形成するもので

ある.腎 孟尿管移行部での運動週期は臥位で 平 均12

秒,立 位では平均7.8秒 である.造 影剤の消失時間は

略々腎の遊走度と比例するが特に立位の排泄は著しい

遅延を示すものが多い.術 前の排泄時間の平均は10分

以上であるが術後は平均3分 以内と短縮され,尿 の通

過性に留意した腎固定術を行えぽ自覚症の改善 と共に

好成績が得られる.

上部尿路のX線 映画,試 作内視鏡用撮影台,X線 テ

レビの16mm映 画を供覧した.

招 請 講 演

】.人 精液中の蛍光物質,解 燐酵素及び亜鉛について

岐阜医科大学法医学教授 須山弘文

性的犯罪の証拠物件として又受精能力の有無を判定

するものとして,精 液の検査は法医学の実地上極めて

重要である.精 液の証明には完全な形態の精子を検出

することが最も確実であるが,実 地に当つて完全な形

態の精子を検出することの必ずしも容易で ない こ と

は,わ れわれのしばしぼ遭遇するところである・かか

る際に化学的方法による精液の証明が望まれ るわ け

で,そ のためには私は前立腺に由来する酸性 フオスフ

ァタ_ゼ(酸 「フ」)の 検出を紹介し且つ推奨してき

た,
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しかし乍 ら,人 精液中には本酵素の他に複雑な化学

物質が存在し、精液中の酵素の化学的性状,諸 種物質

の相互関係,免 疫学的にみた抗原性の問題など未解決

の点が甚だ多いように思われる.私 達は法医学的諸検

査を中心として人精液の諸成分について研究中である

が,そ のなかで精液の螢光,解 燐酵素,亜 鉛について

の実験成績を報告し御批判を仰ぎたいと思う.

A.精 液の螢光について

精液及び精液斑は紫外線下に著明な青白色螢光を発

するが,こ の螢光物質については何 ら解明されていな

い.一 般に生体内に広く分布しているビタミンB2が

黄緑色螢光を発することは既に古くより知 られ て お

り,牛 精液中のV.B2量 については測定されている

ので,人 精液,牛 精液中のV,B2に ついて実験を行

ない次の結果を得た.

1.V.B2の 含有量は人精液では平均0.19γ/g,牛

では1.60r/gで ある.V,B2は 人精子,精 漿の何れ

にも含まれ,瓦 単位中のB2量 は精子に多いが,全 射

精量中のV.B2絶 対量は精漿にその大部分が含まれ

る.精 液を射精後放置しておくとその黄色調が消失す

るがこの現象は恐 らくV.B2に 由来し,Lumiflavin

にな るためであろうと思われる.

2.人 精液中のV.耳2は,精 漿並に精子の何れに

もFAD,FMNの エステル型B2と して存在し酵素化

学的にFAD,FMNを 補酵素とする酵素の存在する場

所として興味あることと考えられる.

更 に紫外線下に著明な青白色螢光を発す る物 質 が

Crammer抽 出水溶液に抽出されることを知りその性

状を追求し次の結果をえた.

1.Crammer抽 出水溶性部分に抽出される青白色

螢光物質は,種 々の溶媒を用いてペーバークロマ トグ

ラフイー.高 圧炉紙電気泳動によつて分離 比較 検 討

し,更 に炉紙上の各種定性反応を試みたところ,従 来

から知られているKynurenine,Hydroxykynuren-

ine,Xanthopterine,Flavovialet,FreeFlavin,

FAD,FMN,V.B2-Keto酸 とは異なつた物質でピリ

ミヂソ核陽性物質である.

2.紫 外線吸収スペクトルでは260mμ にMaxi-

mumを 有し,螢 光スペクトルを測定した結果460mμ

に ピークを示し既存の合成螢光物質とは異なる.螢 光

pH曲 線を測定すると,こ の青白色螢光はpH11に

於 て最も強 く,pH1～6,pH13～14に 於 て螢光強度

は著しく減弱する特異的な螢光pH曲 線を示す

3.青 白色螢光物質はハイドロサルファイ トによつ

て無螢光物質に変化し空気酸化により容易に螢光が再

現する.こ のことは本物質の化学構造中,共 幌二重結

合を有するものと推測される,

4.精 液並びに生殖付属器官中における本物質の分

布について観察した結果,人 に於ては精液 の他 に睾

丸,睾 上体,精 嚢腺にそれぞれ存在し,特 に本物質は

精漿中に多く存在し精獲腺がその主な産生器官であろ

うと考え られる.

5.精 液の螢光強度には明らかに個人差 が認 め ら

れ,そ の強度の強弱は前記水溶性青白色物質の多寡に

基因する.こ の螢光強度の強弱は無精子症,寡 精子症

などの男性不妊との関係はないように思われる.

B,解 燐酵素について

人精液中の解燐酵素の最も主なるものは前立腺に由

来する酸性フオスフオモノエステラーゼであり,本 酵

素については多数の報告がなされている.し か し乍

ら,や や もすると本酵素証明の呈色反応の批 判 に 堕

し,本 酵素自体の性質については顧み られない傾向も

うかがわれる.勿 論検出方法の選択とい うことも必要

であるが,先 ず酵素の性状についての究明がより必要

と思われ,私 達は本酵素の精製,化 学的性状,基 質,

抗原性の有無等にっいて実験を行ない次の結 果 をえ

た.

1.法 医学上の精液検査に簡易に酸性 「フ」を証明

する方法として直接呈色試薬を噴霧する噴霧法及びテ

ス トペーパー法を考案し,非 常に好結果をえている.

2.本 酵素検出に用いられる各基質についてMic-

haelis定 数(Km)を 検討したところ,β 一glycerop-

hosphate(1(m=2,1×10-3,pH5.5),disodiumlno-

nophenylphosphate(Kin=1.8×10『4,pH5.5),di-

sodiumparanitrophenylphosphate(K例=1.5×10

-5
,pH5.5)で あ り本酵素の至適pHは5.5前 後にあ

る.60℃,5分 加熱により完全に酵素活性の消失をき

たす.

3.精 液を室温に放置すると,多 量の無機 リン酸及

び コリソの増量が認められる.こ のことは燐酸モノエ

ステルであるphosphorylcholineが 本酵素によつて

水解されるためにおこると考えられ,glycerylphos-

phorylcholine,phosphorylcholineが 精嚢腺に検出

される.

4.精 液は射精後,室 温に放置すれば時間の経過と

共に蛋白分解酵素の作用によつて遊離アミノ酸が増加

するが,本 酵素活性に及ぼすアミノ酸の影響を調べた

結果,ア ラニンが活性促進作用を示し,ヒ スチジソ,

グルタミソ酸による影響は認められない.

5.弗 化ナ トリウムは10-1M～2.5×10-3Mで 著 明

に本酵素活性を阻害し,酒 石酸ナ トリウムも同様に本

酵素活性を強 く阻害する.こ の酒石酸ナ トリウムによ
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る阻害 が,ど の よ うな 型 の 阻害 であ るかを 基 質 濃 度 と

反応速 度 の 関係 か ら解 析 して み る とcompetitivein-

hibitionで あ る.

他 方,前 立腺 に多 量 含 まれ る クエ ン酸の 本 酵 素 活性

に対す る影響 をみ るた め に,ク エ ン酸 ナ トリウ ムを用

い て本酵 素 活性 に対 す る作 用 を 調ぺ た と ころ 若 干 活性

促進作 用 が認 め られ る.

6.金 属 イ オ ンの 本酵 素活 性 に 及ぼ す 影 響 を み る

に,Mg2+,Ca2← は影 響 を 与 えず,Fe2+,Cu2←,Zn2+,

Pba+,Hgz←`Ag+は 本 酵 素 活性 を 阻 害 し特 にHg2+,

Ag+は 低濃 度 で よ く阻 害 作 用 を 示すHga←,Cu2+に

よる阻 害 は可 逆 的 な も ので あ り,シ ス テ イ ソ,EDTA

の添加 に よ りそ の 活性 が 回復 され る.

7.種 々の 蛋 白試 薬 の 本酵 素 活 性 に 及ぼ す 影 響 を調

べ,シ ス テ イ ン,チ オ グ リコー ル酸 は 軽 度に 活 性 を促

進 し,過 酸 化水 素,ヨ ー ド,P-CMB,2-4-dinitro且u-

orobenzene,亜 硝 酸 ナ トリウ ム,ホ ル ムァル デ ヒ ド,

赤血塩,モ ノ ヨー ド酢 酸 は 阻害 効 果 を 示 し,マ レイ ソ

酸,ヨ ー ドソ安 息 香 酸,シ ァ ソ カ リで は影 響 が 認め ら

れな い.以 上 の 阻 害実 験 よ り本 酵 素の 活 性基 に は 一SH

基 の関 与 が 大 な る もの と推定 され る.

8.人 前立 腺 組 織 よ り抽 出.精 製 し た酵 素 を抗 原 と

して家 兎 を免 疫 した とこ ろ,沈 降 反応 及 び寒 天 ゲル 法

(Ouchterlony)に よ り,極 め て 特 異性 の 強 い抗 体 の

産生が認 め られ る.こ の 免疫 抗 体 は正 常 人血 清 とは作

用せず,他 の臓 器 解燐 酵 素,植 物 酸性 フオ ス フ ァ ター

ゼ等 と も作 用 しな い

上記 の酸性 「フ」 の 他 に,私 達 は ピロ フオ ス フ ァタ

ーゼ,フ オ ス フオ ジエ ス テ ラー ゼ,フ オ ス フ オ プ ロテ

イ ンフオ ス フ ァ ター ゼ等 に つ い て も現 在 検 討 中 で あ

る.

C.亜 鉛 につ い て

多 くの微 量金 属 例 え ぽFe,Cu,Mn,Zn等 は ビタ

ミンと同 様 に生 体 の 代謝 上,必 要 不 可 欠 の もの とされ

てい る.私 達 は 精 液 の 無機 元 素 を 調べ る と共 に,多 量

に含 まれ る亜 鉛 に つ い て検 討 し次 の結 果 を え た.

1,水 晶分 光 分 析 器 を 用 いて,人 精 液 の無機 成 分 を
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調べ た と ころMg,Ca,Na,Zn,Fe,A1,Cu ,Si,P,

Kが 検 出 され ・ これ らの うちNa ,Mg,Ca,Znが 他

の金 属 に 比 し比i咬的 多 い .

2.亜 鉛 の定量 に際 してはContaminationを 避け

るた め に,実 験器 具,試 薬 等 につ い て細心 の注意 を要

す る,

3.健 康 成 人精 液 中 の亜 鉛量 は,湿 重量 で は 平 均

164・1μ9/9W・W.,乾 燥 重 量 で は平均1249μg/gD,W.

で あ る.精 漿 に は平均165μg/m1,乾 燥 重量 で 平 均

1706μg/gD.W.の 亜 鉛 が検 出 され,沈 渣(精 子 を 含

む)で は12179/gD.W.で あ つた.

4.無 精 子症 精 液 の精 漿 には平 均132μg/ml,乾 燥

重量19中 の亜 鉛 は1737μgで あつ て,沈 渣 には 精子

が存 在 しない に も拘 らず健 康 成人 と変 らず1410μg/g

D.W.の 亜鉛 を 含 んで いた.こ の定 量 の成 績 と平 行 し

て染 色 法を 実 施 してえ た結 果 か ら考 え る と,精 子 中 に

最 も多量 の亜 鉛を 含 有す る とい う従 来 の報 告 は沈 渣 中

の精 子 以外 の 諸細 胞 等 の亜 鉛 含量 を測 定 した もの と考

え られ る.

・5.精 液 中 の亜 鉛 は24～48時 間透 析 に よつ て約38%

消 失す る.他 の残 り約62%は 蛋 白 質等 と結 合 した亜 鉛

と考 え られ る.

皿.硬 膜外麻酔と気管内麻酔について(映 画供覧)

京都大学麻酔科学教授 稲本 晃

泌尿器外科方面では硬膜外麻酔としては仙骨麻酔が

主として,外 尿道,会 陰部の小手術操作に用いられて

いたが,長 時間の骨盤内手術或は腎別出術にはあまり

用いられなかつた.

近来広く用いられるようになつた腰椎部 硬膜 外 麻

酔,特 に留置カテーテルによる持続硬膜外麻酔は泌尿

科方面の大手術及び其の術後痙痛の除去にも広い適応

を有し,腰 麻に比べて利点を有するので,其 の手技上

の要点を解説した.

併せて近来頓に普及した気管内麻酔の利点,欠 点,

及び挿管手技上の要点等についても映画によつて説明

した,




